
THE  TOKEIKOUGEI  SHIMBUN第２５３４号（１） 令和６年（２０２４年）１０月２０日
昭和 21 年１２月２０日第三種郵便物認可 ・ ５日 ・ ２０日発行 ・ 購読料１カ年送料共 11,000 円
・ 一部３３０円 ・ 海外購読料１カ年送料共航空便３万円～３万８千円 （地域により異なる）

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）
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5,226〃
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169.62〃

172.59〃

168.96〃
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147.02円
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149.62〃

149.25〃

149.55〃

貴金属地金相場旬報
日　付 円相場金 銀Pt

―田中貴金属工業調べ―

主なニュース主なニュース主なニュース

　㈱ニコン・エシロールは、「目
の愛護デー」にちなみ、日没が早
まるこれからの季節での夕暮れ時
の見えかたに関する消費者調査を
実施した。

セイコー、シチズン、カシオの時計
がグッドデザイン賞受賞（２面）

ニコン・エシロールが夕暮
れの見えかたを調査（３面）

ＪＴＯが防災訓練を実施し
地震体験で揺れも体験（４面）

　セイコーウオッチ㈱、シチズン
時計㈱、カシオ計算機㈱の製品が
グッドデザイン賞を受賞した。

　「ジュエリータウンおかちまち」
（ＪＴＯ）は、１０月１６日、台
東区上野５丁目の区有地で「令和
６年防災訓練」を行い地震体験車
で地震時の揺れや消火・放水訓練
などを体験。
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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７

13,844円

13,841〃

13,978〃

13,885〃

13,785〃

13,800〃

13,899〃

14,069〃

14,088〃

14,198〃

宝
石
と
の

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
㈱
ナ
ガ
ホ
リ
（
東
京
都
台
東

区
、
長
堀
慶
太
社
長
）
は
、
10

月
18
日
、
19
日
に
東
京
都
千
代

田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
、「
創

美
展
２
０
２
４
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｍ

Ｎ
」
を
開
催
し
、
今
回
も
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
コ
ー

ナ
ー
の
カ
ジ
ジ
ュ
エ
リ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
は
、
梶
光
夫
氏
と

漫
画
家
の
永
井
豪
氏
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
能
登
半
島
地
震

支
援
作
品
が
出
展
さ
れ
、
大
勢

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　
能
登
半
島
地
震
支
援
作
品
で

は
、
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
を
ブ
ロ
ン

ズ
像
と
し
て
限
定
製
作
し
、
梶

氏
が
美
し
い
宝
石
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
パ
ー
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を
加
え

た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
。

ゴ
ー
ル
ド
の
パ
ー
ツ
、
ブ
ロ
ン

ズ
の
重
量
感
、
そ
し
て
美
し
い

宝
石
が
織
り
な
す
唯
一
無
二
の

デ
ザ
イ
ン
は
最
高
品
質
の
素
材

と
技
術
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、

特
別
な
美
術
品
と
し
て
の
価
値

を
追
求
し
て
完
成
し
た
作
品
。

高
さ
約
24
㎝
、
重
量
２
・
２
㎏
。

　
デ
ビ
ル
マ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー

は
、
デ
ビ
ル
マ
ン
の
洗
練
さ
れ

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ゴ
ー
ル
ド

や
プ
ラ
チ
ナ
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

な
ど
高
級
感
あ
る
素
材
を
使
い

な
が
ら
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
製
作
し
た
。
リ
ン
グ

＆
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
も
に
希
少
石

の
奈
良
県
天
川
村
産
「
レ
イ
ン

ボ
ー
ガ
ー
ネ
ッ
ト
」
を
組
み
合

わ
せ
、
神
秘
的
な
魅
力
を
引
き

立
て
た
。

　
特
別
企
画
作
品
の
売
り
上
げ

の
一
部
は
、
義
援
金
と
し
て
輪

島
市
に
寄
付
さ
れ
る
。

　
10
月
15
日
（
火
）
か
ら
17
日
（
木
）
の
３
日
間
で
、東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
（
東
京
都
江
東
区
）

で
、
ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
（
主
催
：
Ｒ
Ｘ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
、
以
下
、
国
際
メ
ガ
ネ
展
、）
が
開
催
さ
れ
た
。

　
国
際
メ
ガ
ネ
展
の
初
日
に
は
、「
第
28
回
日
本
メ
ガ
ネ
大
賞
２
０
２
５
」授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
は
従
来
の
「
デ
ザ
イ
ン
部
門
」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
」
に
加
え
「
キ
ッ
ズ
部
門
」
そ

し
て
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
部
門
」
が
新
設
さ
れ
、
計
４
部
門
で
厳
正
な
る
審
査
の
も
と
、
グ
ラ
ン

プ
リ
製
品
が
選
出
さ
れ
た
。

　
各
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
製
品
、
今
ア
ワ
ー
ド
の
総
評
は
左
記
の
通
り
。

◆
総
評
（
澄
川
伸
一
氏
）

　
28
回
を
迎
え
る
日
本
メ
ガ
ネ

大
賞
で
あ
る
が
、
毎
年
新
し
い

潮
流
が
感
じ
ら
れ
、
眼
鏡
の
魅

力
に
改
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ

た
。
眼
鏡
の
ト
レ
ン
ド
は
そ
の

ま
ま
社
会
の
写
し
絵
と
も
言
え

る
。

　
世
界
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス

の
傾
向
は
今
年
も
顕
著
で
あ
り

つ
つ
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
の
自
己
表
現
は
さ
ら
に
洗
練

さ
れ
、
個
人
の
内
面
を
表
現
し

や
す
い
良
質
の
デ
ザ
イ
ン
が
増

え
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
眼
鏡
の
中
に
込
め
ら
れ
た

ス
ト
ー
リ
ー
や
開
発
技
術
の
努

力
な
ど
が
今
年
は
特
に
強
く
感

じ
ら
れ
た
。

　〈製品説明〉テンプルにワイヤー
を使用し優しいホールド感と最上級
のかけ心地を感じさせる。ワイヤー
はβチタンの細い線材を撚り、最小
に巻くことで、しっかりとした弾性
が生まれる。立体的で高級感のある
デザイン。
　〈審査員コメント〉テンプルに弾
性のあるワイヤーを組み込むこと
で、上下左右３６０度のどの方向に
もホールドし、顔に吸い付くような
不思議なフィット感を実現させてい
る。展開の可能性を感じる技術とし
て期待できる。

　〈製品説明〉流れる水と波を連想
させる、バイオアセテートに埋め込
まれた石でデザインされたフロント
リムが特徴。テンプルには自然のサ
イクルを反映した天然石があしらわ
れ、生命力、興奮、温かさを体現。
　〈審査員コメント〉デザインのイ
メージを見事にアイウェアに落とし
込めている秀逸な作品。素材にこだ
わるだけに留まらない表現はアート
にも感じることができ、且つ、アイ
ウェアとしてトータルのファッショ
ンにも使用しやすいバランスの良さ
も評価のポイントだった。

　〈製品説明〉従来の「メガロック」
に『おもり』を内蔵。テンプル先端
の方へ装着するとメガネの重心が後
方に移動するため「鼻への負担」が
約２０％軽減する。耳の後ろに装着
すると「メガネを固定する」機能で
も使用可能。
　〈審査員コメント〉これまでも、
アイウェアを快適に使用する為のサ
ポートアイテムとして評価が高かっ
た商品をブラッシュアップしたこと
は、ユーザー目線でも大変意義があ
り、受賞に値した。

　〈製品説明〉落ち着きのあるアク
アブルー。大人っぽくお洒落を楽し
みたいお子様におすすめ。ヒンジ部
分に特許取得の特殊パーツ（ＲＬＨ）
を採用。βチタン製で弾力性があり、
テンプルがお顔に合わせて広がる。
パーツ交換も可能。
　〈審査員コメント〉リングループ
ヒンジがもたらすしなやかなフィッ
ト感が心地よく、ヒンジパーツは破
損時に交換が可能という点も安心。
シンプルでお洒落、かつ子どもが日
常的に取り入れやすいデザインも評
価の対象に。

〈ブランド名〉UNSUIKYO

〈製品・モデル名〉
M.SNOWFLAKE_GD

〈ブランド名〉omodok
〈製品・モデル名〉

l i tt le-105M col .ABL 
( リトル 105M カラー ABL)

〈ブランド名〉Chainon

〈製品・モデル名〉
CHA-103 col .3

〈ブランド名〉
HASEGAWA BICOH

〈製品・モデル名〉
MEGALOCK Balance

❶ＷＯＦで「組合百年の歩み」年表展示 ❷来年１０月１５日記念祝賀会

良
質
デ
ザ
イ
ン

増
え
開
発
技
術

の
努
力
も
顕
著

４
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
製
品
を
選
出

　
『
国
際
メ
ガ
ネ
展
』
の
会
場
で
授
賞
式

日本メガネ大賞日本メガネ大賞
第
28
回

第
28
回

デ
ザ
イ
ン
部
門

キ
ッ
ズ
部
門

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門

ア
ク
セ
サ
リ
ー
部
門

生
命
力
、興
奮
、温
か
さ
を
表
現

お
洒
落
を
楽
し
み
た
い
子
ど
も
達
に

テ
ン
プ
ル
に
弾
性
の
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ガ
ネ
の
ロ
ッ
ク
に
「
お
も
り
」
内
蔵

にぎわったｉＯＦＴ会場

　
東
京
眼
鏡
卸
協
同
組
合
（
東

京
都
台
東
区
、
薮
下
和
巳
理
事

長
）
は
、
10
月
３
日
に
眼
鏡
会

館
２
階
で「
第
74
回
通
常
総
会
」

を
開
催
し
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
10
号
議
案
ま
で
審
議
さ
れ
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
で
は
、
２
０
２
５
年

４
月
15
日
、
16
日
に
開
か
れ
る

第
57
回
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル

フ
ェ
ア
（
Ｗ
Ｏ
Ｆ
）
の
出
展
案

内
書
が
各
関
係
機
関
に
配
布
さ

れ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　
案
内
書
に
よ
る
と
、
今
回
か

ら
早
期
割
引
が
な
く
な
り
、
出

展
料
が
改
訂
さ
れ
、
オ
ク
タ
パ

ネ
ル
、
サ
イ
ン
パ
ネ
ル

１
枚
、
展
示
台
２
台
、

椅
子
２
脚
の
ブ
ー
ス
プ

ラ
ン
Ａ
の
フ
レ
ー
ム
タ

イ
プ
１
小
間
が
22
万
円

（
税
別
）、
オ
ク
タ
パ
ネ

ル
、
サ
イ
ン
パ
ネ
ル
１

枚
、
コ
ン
セ
ン
ト
２
個

の
ブ
ー
ス
プ
ラ
ン
Ｂ
キ

カ
イ
タ
イ
プ
が
１
小
間

21
万
円
（
同
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
小
間
配
置
は
、
申
し

込
み
提
出
順
に
主
催
者

側
で
取
り
決
め
た
場
所

の
中
か
ら
選
べ
る
。

　
申
し
込
み
締
め
切
り

は
、
11
月
29
日
ま
で
。

　
総
会
後
に
行
わ
れ
た

合
同
記
者
会
見
で
は
、

東
京
眼
鏡
卸
協
同
組
合

創
立
百
周
年
記
念
行
事

の
企
画
案
も
公
表
さ
れ

た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
企

画
Ⅰ
で
は
、
Ｗ
Ｏ
Ｆ
と

の
コ
ラ
ボ
と
し
て
会
場

内
に
「
組
合
百
年
の
歩
み
」
の

年
表
を
展
示
す
る
。
来
場
者
に

粗
品
（
内
容
は
未
定
）
及
び
組

合
百
年
の
歩
み
の
小
冊
子
を
進

呈
す
る
。

　
企
画
Ⅱ
と
し
て
は
、
断
定
と

し
な
が
ら
も
記
念
祝
賀
会
を
令

和
７
年
10
月
15
日
に
上
野
精
養

軒
で
行
い
、
組
合
員
へ
の
記
念

品
を
進
呈
す
る
。

　
総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
10

月
例
会
で
は
、
主
に
次
の
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　
組
合
員
・
㈱
エ
ス
ア
ー
ル
沼

田
か
ら
、
組
合
退
会
届
が
提
出

さ
れ
、
理
事
会
に
於
い
て
承
認

し
た
旨
報
告
し
た
。

　
組
合
員
・
日
本
眼
鏡
光
器
よ

り
、
事
業
所
及
び
自
宅
移
転
届

が
提
出
さ
れ
、
過
日
、
開
催
し

た
９
月
理
事
会
に
於
い
て
承
認

し
た
旨
報
告
し
た
。

　
組
合
創
立
百
周
年
記
念
祝
賀

会
つ
い
て
、
招
待
者
に
つ
い
て

は
、
各
方
面
よ
り
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
行
い
、
現
時
点
で
は
１
０

０
人
程
度
（
社
、
団
体
）
ま
で

絞
り
込
ん
だ
旨
説
明
し
た
。
次

に
、
当
日
の
出
席
者
数
を
推
測

し
、
下
記
の
と
お
り
同
祝
賀
会

を
執
り
行
い
た
旨
説
明
し
た
。

　
令
和
６
年
度
組
合
表
彰
式
が

東京眼鏡卸協同組合
創立百周年記念行事

総
会
後
の
合
同
会
見
で
企
画
案
を
発
表

総
会
の
様
子

執
り
行
わ
れ
、
下
記
の
と
お
り

月
例
会
皆
勤
表
彰
者
（
４
人
）

及
び
月
例
会
精
勤
表
彰
者
（
２

人
）
の
順
に
薮
下
理
事
長
よ
り

記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　
月
例
会
皆
勤
表
彰
：
被
表
彰

者
・
岩
田
俊
二
様
（
㈲
眕
透
メ

ガ
ネ
）・
關
義
昭
様
（
関
眼
鏡
）・

中
山
英
俊
様
（
中
山
眼
鏡
）・

吉
田
茂
憲
様（
吉
田
憲
二
商
店
）

以
上
４
人
様

　
月
例
会
精
勤
表
彰
：
表
彰
者
・

本
谷
創
太
様
（
㈱
ク
リ
ア
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
）・
藪
下
守
様
（
㈱
ヤ

ブ
シ
タ
）
以
上
２
人
様

梶
光
夫
氏
と
永
井
豪
氏
が
コ
ラ
ボ

能
登
半
島
地
震
支
援
作
品

マジンガーＺのブロンズ像に
梶氏が美しい宝石でデザイン

創美展・秋創美展・秋
ナ
ガ
ホ
リ

ナ
ガ
ホ
リ

マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
の

宝
飾
ブ
ロ
ン
ズ
像

デ
ビ
ル
マ
ン
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

リ
ン
グ
と
ペ
ン
ダ
ン
ト

創美展の開場



第２５３４号 令和６年（２０２４年）１０月２０日 （２）（第三種郵便物認可）

東京都中央区京橋２ー1ー1

ン
ト
追
加
案
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
③
他

　
☆
真
珠
委
員
会
（
渥
美
郁
男 

委
員
長
兼
務
）
２
０
２
４
年
第

８
回

　
①
母
貝
の
特
定
を
実
施
し
な

い
場
合
の
コ
メ
ン
ト
を
、
理
事

会
承
認
案
件
と
し
た
。

　
②
パ
ー
ル
・
グ
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
パ
ー
ル
グ

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
規
程
の
サ
ン
プ

ル
写
真
を
入
れ
替
え
た
。

　
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
規
程
の
改

定
版
と
し
て
会
員
に
配
布
す

る
。

　
③
他

　
☆
総
務
委
員
会
（
吉
澤
博
幸 

委
員
長
）
２
０
２
４
年
第
８
回

　
①
任
意
で
は
あ
る
が
、
会
員

が
合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
フ
ル

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
場

合
、
現
在
の
標
準
サ
ー
ビ
ス
規

約
の
変
更
す
る
方
法
に
つ
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
。

　
②
「
宝
石
鑑
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
た
。

　
③
ヤ
フ
オ
ク
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
「
Ａ
Ｇ
Ｌ
（
一
般
社
団
法

人
宝
石
識
別
団
体
協
議
会
）名
」

で
の
説
明
文
は
削
除
さ
れ
た
と

報
告
さ
れ
た
。
合
成
エ
メ
ラ
ル

ド
は
、
引
き
続
き
多
数
販
売
さ

れ
て
い
る
。

　
④
Ａ
Ｇ
Ｌ
の
厳
格
な
会
員
資

格
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
。

　
⑤
他

の
ガ
ー
ド
ル
上
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
グ
ル
ー
ブ
に
つ
い
て

　
・
理
事
会
承
認
案
件
と
し
た
。

　
・
承
認
さ
れ
た
ら
、
グ
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
規
程
改
定
版
を
会
員

に
配
布
す
る
。

　
③
他

　
☆
色
石
委
員
会
（
渥
美
郁
男 

委
員
長
）
２
０
２
４
年
第
８
回

　
①
ジ
ェ
イ
ダ
イ
ト（
ひ
す
い
）

の
表
記
を
継
続
し
て
審
議
中
で

あ
る
。

　
・
引
き
続
き
、
海
外
鑑
別
機

関
の
表
記
方
法
を
資
料
と
し
、

検
討
す
る
。

　
②
エ
メ
ラ
ル
ド
の
開
示
コ
メ

　
☆
理
事
会
報
告

　
①
　
ラ
ウ
ン
ド
ブ
リ
リ
ア
ン

ト
の
ガ
ー
ド
ル
上
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
グ
ル
ー
ブ
へ
の
対
応
を
、

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
規
程
に
追
加

す
る
。
…
…
理
事
会
承
認
、
即

時
実
施

　
◇
ク
ラ
リ
テ
ィ
グ
レ
ー
ド
に

考
慮
し
な
い
こ
と
　

　
◇
カ
ッ
ト
グ
レ
ー
ド
は
実
施

し
な
い
こ
と

　
◇
カ
ッ
ト
名
は
ラ
ウ
ン
ド
・

モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
ド
・
ブ
リ
リ
ア

ン
ト
と
す
る
。

　
☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員
会

（
上
杉
初 

委
員
長
）
２
０
２
４

年
第
８
回

　
①
合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
フ

ル
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

　
・
サ
ー
ビ
ス
規
約
の
変
更
や

確
認
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
終

了
後
に
理
事
会
承
認
案
件
と
す

る
。

　
②
ラ
ウ
ン
ド
ブ
リ
リ
ア
ン
ト

　
手
巻
の
腕
時
計
に
は
り
ゅ
う

ず
を
巻
い
て
命
を
吹
き
込
む
か

の
よ
う
な
面
白
さ
が
あ
る
。
そ

の
所
作
に
着
目
し
、
五
感
を
通

じ
た
「
時
計
と
の
対
話
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
開
発
し
た
。

ダ
イ
ヤ
ル
に
は
、
製
造
地
と
同

じ
岩
手
県
に
あ
る
平
庭
高
原
の

白
樺
樹
皮
を
、
精
緻
な
型
打
ち

模
様
で
表
現
。
ケ
ー
ス
は
ド
レ

ス
ス
タ
イ
ル
に
馴
染
む
よ
う
極

限
ま
で
小
型
化
し
た
。

　
ま
た
、
材
質
に
は
独
自
素
材

の
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
ハ
ー
ド
チ
タ

ン
を
採
用
し
た
。
ス
テ
ン
レ
ス

ス
チ
ー
ル
よ
り
約
２
倍
硬
く
、

通
常
の
チ
タ
ン
と
同
等
に
軽
量

で
、
よ
り
明
る
い
色
の
素
材
で

あ
る
。
手
巻
な
ら
で
は
の
豊
か

な
時
間
を
楽
し
め
る
よ
う
、
細

部
に
ま
で
こ
だ
わ
り
抜
い
て
仕

立
た
。

　
◆
〈
セ
イ
コ
ー 

ア
ス
ト
ロ

ン
〉 Nexter GPS

ソ
ー
ラ
ー 

デ
ュ
ア
ル
タ
イ
ム
・
ク
ロ
ノ
グ

ラ
フ

　
本
モ
デ
ル
で
は
「
ビ
ジ
ネ
ス

ウ
オ
ッ
チ
」
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
ア
ス
ト
ロ
ン
の
垣
根
を
越
え

て
、
多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
据
え
、
様
々
な

シ
ー
ン
に
マ
ッ
チ
す
る
ア
ス
ト

ロ
ン
を
目
指
し
た
。

　
毎
日
、
長
時
間
に
わ
た
り
ユ

ー
ザ
ー
の
腕
の
上
に
て
使
用
さ

れ
る
腕
時
計
と
し
て
、
ス
ト
レ

ス
フ
リ
ー
な
着
用
感
を
実
現
す

べ
く
、低
重
心
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・

軽
量
な
チ
タ
ン
材
・
ア
ジ
ャ
ス

タ
ー
つ
き
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
採

用
し
、
こ
の
３
つ
の
要
素
の
融

合
に
よ
り
「
腕
に
吸
い
付
く
よ

う
な
着
用
感
」
を
実
現
し
た
。

チ
タ
ン
は
加
工
の
難
し
い
素
材

だ
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

加
工
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
ス
テ

ン
レ
ス
と
遜
色
の
な
い
表
面
仕

上
げ
（
ミ
ラ
ー
ポ
リ
ッ
シ
ュ
・

サ
テ
ン
調
）
を
施
し
て
い
る
。

　
手
巻
か
ら
自
動
巻
に
進
化
し

て
き
た
過
程
の
な
か
で
、
い
ま

敢
え
て
手
巻
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
最
高
の
時
計
づ
く
り
の
姿
勢

を
高
く
評
価
し
た
。

　
◆
〈
セ
イ
コ
ー 

ア
ス
ト
ロ

ン
〉 Nexter GPS

ソ
ー
ラ
ー 

デ
ュ
ア
ル
タ
イ
ム
・
ク
ロ
ノ
グ

ラ
フ

　
低
重
心
化
、
軽
量
化
、
ど
ち

ら
も
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
を
目
的

と
し
た
改
良
点
は
、
実
際
に
腕

に
は
め
て
み
て
納
得
で
き
た
。

大
ぶ
り
な
腕
時
計
が
持
つ
魅
力

と
常
に
身
に
つ
け
て
い
ら
れ
る

装
着
感
は
、
ど
う
し
て
も
相
反

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
こ
へ

の
挑
戦
が
こ
の
製
品
で
は
上
手

く
結
実
し
て
い
る
。
ソ
ー
ラ
ー

充
電
ダ
イ
ヤ
ル
で
お
き
が
ち
な

品
質
の
問
題
も
ク
リ
ア
し
て
、

要
素
の
多
い
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
で

あ
り
な
が
ら
視
認
性
も
高
く
、

所
有
す
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る

高
品
質
な
仕
上
げ
が
見
事
に
融

合
さ
れ
た
腕
時
計
と
し
て
評
価

し
た
。

　【
担
当
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ
メ

ン
ト
】

　
◆
〈
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
〉 

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
９ 

コ
レ

ク
シ
ョ
ン SLGW

003

上
げ
る
時
の
触
感
と
音
と
い
う

感
性
的
な
価
値
を
融
合
し
て
お

り
、
ま
さ
に
究
極
で
、
普
遍
的

な
ド
レ
ス
ウ
オ
ッ
チ
で
あ
る
。

ま
た
、
コ
ハ
ゼ
を
鳥
の
セ
キ
レ

イ
に
見
立
て
る
遊
び
心
は
、
工

芸
の
世
界
に
も
通
じ
る
素
敵
な

演
出
で
あ
り
、
ダ
イ
ヤ
ル
の
白

樺
樹
皮
紋
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の

輝
き
は
、
煌
び
や
か
な
が
ら
品

の
あ
る
も
の
で
、
視
認
性
を
邪

魔
し
な
い
。

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
内
藤
昭
男
代
表

取
締
役
社
長
）
は
、
公
益
財
団

法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
よ

り
、
２
０
２
４
年
度
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

　
対
象
モ
デ
ル
は
〈
グ
ラ
ン

ド
セ
イ
コ
ー
〉 

エ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
９ 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

SLGW
003

と
、〈
セ
イ
コ
ー 

ア
ス
ト
ロ
ン
〉 Nexter GPS

ソ
ー
ラ
ー 

デ
ュ
ア
ル
タ
イ
ム
・

ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
の
２
モ
デ
ル
。

受
賞
商
品
は
、11
月
１
日
（
金
）

～
11
月
５
日
（
火
）
ま
で
、
東

京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
（
東
京
都

千
代
田
区
）
で
開
催
さ
れ
る

受
賞
展
：「GOOD DESIGN 

EXHIBITION2024

」
で
展

示
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

　【
審
査
委
員
に
よ
る
評
価
コ

メ
ン
ト
】

　
◆
〈
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
〉 

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
９ 

コ
レ

ク
シ
ョ
ン SLGW

003

　
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
な
ら
で
は

の
ス
ペ
ッ
ク
に
、
手
巻
で
巻
き

具
も
入
手
可
能
。 

　
●
業
界
参
入
に
絶
好
の
機
会 

と
な
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
販
売
が
可
能

な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
需
要

が
急
増
、
出
展
商
品
の
仕
入
れ

は
１
点
か
ら
可
能
、
会
場
内
で

ラ
イ
ブ
販
売
も
で
き
る 

。

素
材
が
出
展
予
定
。
来
場
前
に

出
展
社
・
出
展
商
品
情
報
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
確
認
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
。

　
同
展
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
次
の

通
り
。

　
●
商
品
を
「
実
際
に
見
て
」

比
較
・
検
討 

で
き
、
ハ
イ
ジ

ュ
エ
リ
ー
か
ら
ラ
イ
ト
ジ
ュ
エ

リ
ー
ま
で
幅
広
く
出
展 

、
出

展
社
イ
チ
オ
シ
の
限
定
商
品
も

多
数
、
催
事
に
最
適
な
企
業
が

見
つ
か
る
。 

　
●
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ア
ク
セ

サ
リ
ー
製
作
に
最
適
な
場 

で
、

素
材
・
パ
ー
ツ
が
47
万
点
出
展

(

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
パ
ー
ル
、

天
然
石
…
…
な
ど
） 
、
ト
レ
ン

ド
／
最
新
の
デ
ザ
イ
ン
を
学
べ

る 

、
製
作
に
か
か
せ
な
い
工

に
見
て
、
比
べ
て
、
特
別
価
格

で
仕
入
れ
が
で
き
る
』展
示
会
。

宝
飾
卸
・
メ
ー
カ
ー
が
出
展
し
、

日
本
、
中
国
を
は
じ
め
と
し
た

ア
ジ
ア
各
国
の
バ
イ
ヤ
ー
や
、

宝
飾
品
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ

る
方
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
リ
エ

イ
タ
ー
が
仕
入
れ
や
ブ
ラ
ン
ド

導
入
を
行
う
。 

　
業
界
の
強
い
要
望
を
受

け
、
２
０
１
３
年
に
誕
生
し

た
秋
の
Ｉ
Ｊ
Ｔ
も
今
年
で
12

回
目
の
開
催
。
多
種
多
様
な

ジ
ュ
エ
リ
ー
が
出
展
さ
れ
る

同
展
、昨
年
（
２
０
２
３
年
）

は
１
万
２
３
４
７
人
が
来
場

し
、
今
年
は
１
万
５
０
０
０

人
が
来
場
予
定
。 

　
今
年
の
同
展
に
は
81
万
点

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
47
万
点
の

　
同
展
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
一
堂
に
集
結
す
る
年
内
最
後

の
大
規
模
宝
飾
展
。
高
級
ジ
ュ

エ
リ
ー
、
ラ
イ
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー

か
ら
、
鉱
物
、
天
然
石
ル
ー

ス
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
に
必
要
な

素
材
・
パ
ー
ツ
ま
で
、『
実
際

　
カ
シ
オ
計
算
機
㈱
（
東
京
都

渋
谷
区
、増
田
裕
一
社
長
）
は
、

公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン

振
興
会
よ
り
、
２
０
２
４
年
度

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
。

　
対
象
モ
デ
ル
はG-SHOCK 

GPR-H1000

と
、BABY-G 

BGD-10K

の
２
モ
デ
ル
。

【
デ
ザ
イ
ン
の
背
景
】

◆G-SHOCK GPR-H1000

　
現
在
、
世
界
各
地
で
自
然
災

害
が
増
加
し
て
お
り
、
持
続
可

能
な
開
発
の
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
い
る
。
災
害
に
対
す
る
脆

弱
性
を
減
ら
し
、
被
害
を
軽
減

し
て
い
く
こ
と
は
国
際
社
会
の

重
要
課
題
で
あ
る
。こ
の「
レ
ン

ジ
マ
ン
」
は
『
ジ
ャ
ン
グ
ル
や

山
岳
と
い
っ
た
過
酷
な
環
境
で

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
★
レ

ン
ジ
ャ
ー
★
』
が
語
源
の
タ
フ

ネ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
。G-SHOCK

の
培
っ
て
き
た
耐
衝
撃
性
能
や

堅
牢
性
を
用
い
、地
震
や
洪
水
、

森
林
火
災
な
ど
の
過
酷
な
災
害

救
助
の
現
場
で
頼
れ
る
本
物
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ー
ル

の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

◆BABY-G BGD-10K

　
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
の
台

頭
、
携
帯
所
持
が
当
た
り
前
の

な
か
腕
時
計
を
持
た
な
い
若
年

層
が
増
加
。
腕
時
計
は
時
間
を

見
る
も
の
か
ら
自
分
を
表
現
す

る
も
の
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
価

値
観
が
変
化
し
て
い
る
。

　
ユ
ー
ザ
ー
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
ー
を
表
現
し
友
人
同
士
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
を
価
値
と
す

る
。
腕
時
計
に
と
っ
て
は
逆
風

な
状
況
だ
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
自
身

が
強
い
意
志
と
勇
気
を
持
っ
て

状
況
を
切
り
開
き
、
新
し
い
価

値
観
＝
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の

表
現
の
実
現
が
企
画
・
開
発
の

背
景
。
開
発
に
あ
た
り
リ
ア
ル

ユ
ー
ザ
ー
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
深
掘
り
、
ど
の
様
に
商
品
に

出
会
い
、
共
に
過
ご
し
、
当
た

り
前
の
日
常
で
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

自
己
表
現
を
し
て
い
く
か
ま
で

想
定
し
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

【
審
査
委
員
に
よ
る
評
価
コ
メ

ン
ト
】

◆G-SHOCK GPR-H1000

　「
真
っ
当
な
進
化
を
遂
げ
て

い
る
」
第
一
印
象
で
感
じ
た
の

は
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ

だ
っ
た
。G-SHOCK

の
「
ら

し
さ
」と「
進
化
」
が
、
素
直
に

体
現
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
。

見
や
す
い
液
晶
や
操
作
し
や
す

い
ボ
タ
ン
類
は
、
一
見
タ
フ
で

ゴ
ツ
い
ボ
デ
ィ
と
相
反
し
て
い

る
。
軽
さ
や
ベ
ル
ト
の
柔
ら
か

さ
な
ど
、
確
か
に
ス
ト
レ
ス
が

少
な
い
の
で
あ
る
。
周
辺
環
境

情
報
に
加
え
、
着
用
者
自
身
の

身
体
状
況
も
し
っ
か
り
と
把
握

で
き
、
世
界
中
、
そ
し
て
ど
ん

な
過
酷
な
環
境
下
で
も
使
え
そ

う
な
安
心
感
。
そ
し
て
そ
れ
ら

を
無
理
な
く
ま
と
め
て
い
る
本

体
デ
ザ
イ
ン
と
Ｕ
Ｉ
／
Ｕ
Ｘ
デ

ザ
イ
ン
を
高
く
評
価
し
た
。

◆BABY-G BGD-10K

　
こ
れ
ま
で
、
腕
時
計
は
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
で
も
あ
り
、

自
己
表
現
も
担
っ
て
き
た
。
た

だ
、
時
代
の
流
れ
か
ら
機
能
と

し
て
の
時
計
は
ス
マ
ホ
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
、
同
時
に
「
自
己

表
現
」
の
座
も
受
け
渡
し
た
感

が
あ
る
。
ベ
ル
ト
の
着
せ
替
え

で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
と
い
う

も
の
は
従
来
製
品
に
も
見
ら
れ

た
が
、
専
用
の
ホ
ル
ダ
ー
を
用

意
し
た
点
が
新
し
い
。
な
お
か

つ
あ
え
て
少
し
大
き
め
な
サ
イ

ズ
で
自
分
好
み
に
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
き
る
点
は
、
ユ
ー
ザ
ー

と
の
深
い
対
話
か
ら
導
き
出
さ

れ
て
い
る
。
30
年
か
け
て
確
立

さ
れ
たBABY-G

ブ
ラ
ン
ド

だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
的
な
姿
勢
で

提
案
さ
れ
た
本
製
品
を
評
価
。

　ＲＸ Ｊａｐａｎ㈱（東京都中央区、田中 岳志代表取締役
社長）は、１０月２３日～２５日の３日間、神奈川県横浜市
のパシフィコ横浜で年内最後の大規模宝飾展 「第１２回 国
際宝飾展（秋）＝秋のＩＪＴ」を開催する。
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２
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シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

西
東
京
市
、
佐
藤
敏
彦
社
長
）

が
展
開
す
る
『
シ
チ
ズ
ン
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
』
の
「
レ
コ
ー
ド
レ

ー
ベ
ル TSUNO CHRONO 

Custom

」
が
公
益
財
団
法
人

日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
主
催
の

２
０
２
４
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
を
受
賞
し
た
。 

　
受
賞
商
品 

は
、『
シ
チ
ズ
ン

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
レ
コ
ー
ド
レ

ー
ベ
ル TSUNO CHRONO 
Custom

 

　
１
９
７
０
年
代
に
同
社
が
発

売
し
た
「
ツ
ノ
ク
ロ
ノ
」
と
い

う
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
ク
ロ
ノ

グ
ラ
フ
付
き
時
計
の
多
角
形
モ

デ
ル
を
、
現
代
的
な
バ
ラ
ン
ス

で
再
構
築
し
た
モ
デ
ル
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
唯
一
無
二
の
印
象
と

個
性
を
継
承
し
つ
つ
、
ユ
ー
ザ

ー
が
普
段
使
い
し
や
す
い
よ
う

に
適
度
な
主
張
に
整
え
、
腕
時

計
と
し
て
の
快
適
な
着
け
心
地

を
追
求
し
た
。 

　
■
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
審
査

委
員
に
よ
る
評
価
コ
メ
ン
ト 

　
自
社
の
持
つ
ア
ー
カ
イ
ブ
の

イ
メ
ー
ジ
を
活
か
し
新
た
な
商

品
づ
く
り
を
行
う
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
今
後
社
会
の
中
で
増
え
て

い
く
だ
ろ
う
。
腕
時
計
は
本
来

の
時
を
知
ら
せ
る
道
具
と
し
て

の
役
割
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
時
間
を
確
認
す
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
役
割
は
所
有
す
る

／
装
着
す
る
喜
び
の
方
向
に
シ

フ
ト
し
始
め
て
い
る
。
１
９
７

０
年
代
に
登
場
し
た
「
ツ
ノ
ク

ロ
ノ
」は
、ケ
ー
ス
上
部
に
位
置

す
る
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
が
ツ
ノ

の
よ
う
に
見
え
る
特
徴
か
ら
付

け
ら
れ
た
愛
称
で
あ
り
、
シ
チ

ズ
ン
時
計
㈱
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と

し
て
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。

「TSUNO CHRONO

」と
な

っ
て
デ
ザ
イ
ン
の
骨
格
は
踏
襲

さ
れ
つ
つ
、
機
構
は
機
械
式
か

ら
ク
ォ
ー
ツ
へ
と
現
代
的
に
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。

レコードレーベル
TSUNO CHRONO Custom 

３社
受賞
３社
受賞
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１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　「
今
週
末
は
久
々
の
コ
ー
ス

ラ
ウ
ン
ド
だ
か
ら
不
安
」
と
い

う
ア
マ
チ
ュ
ア
に
、
慌
て
ず
に

プ
レ
ー
で
き
る
極
意
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
タ
ー
ト
１
番
ホ
ー
ル
の
テ

ィ
ー
イ
ン
グ
エ
リ
ア
に
立
っ
た

ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
落
と
し
所

で
は
な
く
、
ま
ず
グ
リ
ー
ン
を

観
察
く
だ
さ
い
。

　
ピ
ン
位
置
が
手
前
な
の
か
、

奥
な
の
か
。
グ
リ
ー
ン
形
状
は

砲
台
な
の
か
、
受
け
て
い
る
の

か
、
う
ね
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
縦
長
か
、
横
長
か
。

　
そ
し
て
ガ
ー
ド
バ
ン
カ
ー
は

ど
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の

か
、を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
が
ア
マ
チ
ュ
ア
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
狙
い
ど
こ
ろ
で
あ

る
、
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
中
央
し
か

見
て
い
ま
せ
ん
。
次
に
左
右
の

林
や
池
、
Ｏ
Ｂ
ゾ
ー
ン
、
そ
し

て
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
バ
ン
カ
ー
な

久
々
の
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
わ

て
ず
プ
レ
ー
で
き
る
極
意

ど
気
に
な
る
所
を
警
戒
し
ま

す
。

　
す
る
と
、
テ
ィ
ー
に
立
っ
た

時
に
「
あ
そ
こ
は
イ
ヤ
」「
こ

こ
は
ダ
メ
」
と
ス
ト
レ
ス
ば
か

り
募
り
、
視
野
が
ど
ん
ど
ん
狭

く
な
っ
て
体
も
緊
張
し
て
き
ま

す
。
こ
れ
で
は
ス
ム

ー
ズ
な
ス
イ
ン
グ
は

で
き
ず
に
ナ
イ
ス
シ

ョ
ッ
ト
は
望
め
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
グ
リ
ー
ン

か
ら
逆
算
し
て
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
立
て
る

と
、
ど
の
よ
う
に
ホ

ー
ル
を
攻
め
た
ら
い

い
の
か
プ
ラ
ン
が
よ

り
明
確
に
な
っ
て
き

ま
す
。
グ
リ
ー
ン
を

狙
う
際
に
、
ホ
ー
ル

右
サ
イ
ド
か
ら
な
ら

ガ
ー
ド
バ
ン
カ
ー
を

避
け
て
、
花
道
を
広

く
使
え
る
ケ
ー
ス
が

　
ス
ラ
イ
ス
に
悩
み
が
あ
っ
て

も
、
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
狙
い

所
が
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
中
央
で
は

な
く
右
サ
イ
ド
で
も
Ｏ
Ｋ
だ
と

わ
か
れ
ば
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
持
ち
球

を
心
配
し
な
が
ら
ナ
イ
ス
シ
ョ

ッ
ト
と
求
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
不
要
に
な
る
の
で
す
。

　
月
イ
チ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は
目

が
硬
い
、
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
は
狙
い
ど
こ
ろ
が
一

点
に
絞
ら
れ
て
、
視
野
を
広
く

持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

す
。
グ
リ
ー
ン
に
対
し
て
、
次

打
に
打
ち
や
す
い
エ
リ
ア
を
見

つ
け
る
と
、
緊
張
か
ら
解
放
さ

れ
て
ス
イ
ン
グ
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
、
結
果
的
に
方
向
性
が
安

定
し
た
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
期

待
で
き
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
ラ

ン
ド
に
不
安
な
ア
マ
チ
ュ
ア
こ

そ
、
目
が
柔
ら
か
く
な
る
と
い

い
。

　
１
番
ホ
ー
ル
で
大
た
た
き
の

ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
無
難
に
ス
タ

ー
ト
で
き
れ
ば
、
そ
の
日
の
ラ

ウ
ン
ド
も
落
ち
着
い
て
ス
コ
ア

メ
ー
ク
に
集
中
で
き
る
で
し
ょ

う
。

１番H打つ前の「注目点」はここ
あ
り
ま
す
。
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
中

央
が
必
ず
し
も
ベ
ス
ト
ル
ー
ト

だ
と
限
ら
な
い
の
で
す
。

　
ホ
ー
ル
全
体
を
見
る
こ
と

で
、
ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
緊
張

も
い
く
ら
か
和
ら
ぎ
ま
す
。

ポストシーズンは
監督の腕の見せ所

　
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
は
ポ
ス

ト
シ
ー
ズ
ン
の
真
っ
最
中

だ
。

　
Ｍ
Ｌ
Ｂ
７
年
目
で
初
め
て

メ
ッ
ツ
と
の
リ
ー
グ
優
勝
決

定
シ
リ
ー
ズ
に
進
出
し
た
ド

ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
も
フ

ル
回
転
の
活
躍
を
見
せ
、
ホ

ー
ム
で
は
「
Ｍ
Ｖ
Ｐ
」
の
コ

ー
ル
が
ス
タ
ジ
ア
ム
中
に
鳴

り
響
い
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、勝
負
に
は「
時

の
運
」
も
あ
る
。

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
に

強
か
っ
た
チ
ー
ム
が
順
当
に

勝
ち
進
む
わ
け
で
も
、
地
区

優
勝
を
逃
し
て
ワ
イ
ル
ド
カ

ー
ド
か
ら
進
出
し
た
チ
ー
ム

が
負
け
る
と
も
限
ら
な
い
。

　
勝
負
に
絶
対
は
な
い
、
と

い
う
戒
め
の
言
葉
で
あ
り
、

勝
っ
た
か
ら
と
奢
る
べ
き
で

は
な
く
、
負
け
た
か
ら
と
落

胆
す
る
必
要
も
な
い
と
い
う

故
事
に
由
来
す
る
諺
だ
。

　
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は
短
期

決
戦
だ
け
に
ち
ょ
っ
と
し
た

ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
ミ
ス
が
ゲ

ー
ム
の
流
れ
を
ガ
ラ
リ
と
変

え
て
し
ま
う
怖
さ
が
あ
る
。

　
パ
ド
レ
ス
と
の
地
区
シ
リ

ー
ズ
第
２
戦
が
そ
う
だ
っ

た
。

　
レ
フ
ト
ス
タ
ン
ド
か
ら
ド

ジ
ャ
ー
ス
フ
ァ
ン
が
グ
ラ
ン

ド
に
ボ
ー
ル
や
缶
が
投
げ
込

ん
で
試
合
が
中
断
。
そ
の
直

後
に
パ
ド
レ
ス
打
線
が
奮
起

し
て
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
が
２
ー

10
の
完
敗
を
喫
し
た
。

　
万
全
を
期
し
て
ゲ
ー
ム
に

臨
ん
で
も
、
監
督
で
す
ら
試

合
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。ま
さ
に「
時

の
運
」
と
い
う
わ
け
だ
。

　
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
限
ら
ず

あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
共
通

し
て
い
る
。

　
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
を
率

い
た
イ
ビ
チ
ャ
・
オ
シ
ム
は

恬
淡
と
し
て
い
た
。

　
延
長
戦
の
末
、
試
合
が
Ｐ

Ｋ
戦
に
も
つ
れ
る
と
「
く
じ

引
き
み
た
い
な
も
の
」
と
結

果
を
見
届
け
る
こ
と
な
く
控

室
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
チ
ー
ム
ス
タ
ッ

フ
は
対
戦
相
手
の
膨
大
な
デ

ー
タ
を
収
集
、
分
析
し
て
Ｐ

Ｋ
戦
で
の
ク
セ
ま
で
選
手
に

伝
え
る
が
、
そ
れ
で
も
情
報

ど
お
り
に
い
か
な
い
の
は
勝

負
の
常
だ
。

　
オ
シ
ム
が
指
揮
し
た
国
際

Ａ
マ
ッ
チ
で
の
Ｐ
Ｋ
戦
結
果

は
１
勝
２
敗
だ
っ
た
。

　
後
に
、「
Ｐ
Ｋ
戦
は
心
臓

に
悪
い
の
で
見
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
私
が
Ｐ
Ｋ
戦
を
見
て

い
る
と
勝
て
な
い
と
い
う
ジ

ン
ク
ス
が
あ
る
ん
だ
」
と
語

っ
て
い
る
が
、
指
揮
官
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ば
な
い
無

念
を
明
か
し
て
い
る
。

　
フ
ァ
ン
か
ら
勝
利
が
求
め

ら
れ
る
監
督
業
の
も
ど
か
し

さ
、苦
し
み
が
よ
く
伝
わ
る
。

　
そ
れ
で
な
く
て
も
ド
ジ
ャ

ー
ス
は
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
前

か
ら
グ
ラ
ス
ノ
ー
、
ス
ト
ー

ン
、
カ
ー
シ
ョ
ー
ら
先
発
投

手
陣
が
戦
列
か
ら
離
脱
。
さ

ら
に
打
撃
で
は
フ
リ
ー
マ
ン

が
足
首
を
捻
挫
し
て
ポ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
を
戦
っ
て
い
る
。

そ
の
う
え
ロ
ハ
ス
内
野
手
に

中
継
ぎ
左
腕
の
ベ
シ
ア
も
ケ

ガ
で
出
場
し
て
い
な
い
。
ポ

ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
の
チ
ー
ム

力
は
完
璧
と
は
言
え
な
い
状

況
だ
。

　
ロ
バ
ー
ツ
監
督
は
ド
ジ
ャ

ー
ス
を
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

に
３
度
導
き
、
世
界
一
が
１

度
あ
る
。
大
舞
台
で
の
経
験

が
豊
富
だ
。「
時
の
運
」
を

つ
か
み
き
れ
る
の
か
、
監
督

采
配
の
見
せ
所
だ
。

　（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

三
山
典
央
）

勝
負
は
「
時
の
運
」
故
障
者
続
出
ド
軍
の
命
運

Ｑ
：
老
眼
鏡
＝
老
人
の
も
の
、
お

し
ゃ
れ
じ
ゃ
な
い
！
を
覆
す
ア
イ

テ
ム
は
あ
り
ま
す
か
？

　「
老
眼
鏡
」
と
い
う
と
、
１
０
０

円
均
一
な
ど
の
雑
貨
店
で
販
売
さ

れ
て
い
る
既
製
品
や
、
眼
鏡
タ
イ

プ
の
ル
ー
ペ
（
拡
大
鏡
）
を
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に
決
ま
っ

た
フ
レ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
と
レ
ン
ズ

サ
イ
ズ
の
中
か
ら
選
ば
な
い
と
い

け
な
い
、
ト
レ
ン
ド
や
自
分
好
み

に
仕
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
た
れ
る
傾
向

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
眼
鏡
店
で
は
、
老
眼
鏡
を
は
じ

め
と
す
る
老
眼
対
策
用
眼
鏡
を
、

お
好
み
の
フ
レ
ー
ム
と
ご
自
身
に

あ
っ
た
最
適
な
レ
ン
ズ
で
お
作
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
老
眼
対

策
用
眼
鏡
も
“
お
し
ゃ
れ
ア
イ
テ

ム
”
と
し
て
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

時
や
お
仕
事
時
な
ど
シ
ー
ン
に
合

わ
せ
て
、
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
豊
か
に
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

　
Ｑ
：
自
宅
で
簡
単
に
出
来
る“
老

眼
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
方
法
”
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　
老
眼
か
を
正
確
に
知
る
た
め
に

は
視
力
測
定
が
必
要
で
す
が
、
指

先
を
使
っ
て
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
人
差
し
指

の
腹
の
方
を
、
顔
の
す
ぐ
近
く
に

置
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
指
を
ど
ん

ど
ん
遠
ざ
け
て
い
き
、
指
紋
が
く

っ
き
り
と
見
え
る
と
こ
ろ
（
ピ
ン

ト
が
合
う
と
こ
ろ
）
で
動
き
を
止

め
、
目
か
ら
の
距
離
を
測
る
と
、

自
分
の
「
近
点
距
離
」
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
近
点
距
離
が
30

㎝
以
上
で
、
小
さ
い
文
字
を
読
む

際
に
文
字
が
ぼ
や
け
た
り
、
夕
方

や
照
明
が
暗
い
と
物
が
見
え
に
く

く
な
る
、
ス
マ
ホ
の
文
字
を
打
ち

間
違
え
る
こ
と
が
日
常
的
に
起
こ

る
方
は
、
老
眼
が
進
行
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
で
す
。

　
Ｑ
：
老
眼
対
策
用
眼
鏡
に
は
、

ど
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
か
？

　
何
を
ど
う
見
た
い
か
で
、
選
ぶ

べ
き
眼
鏡
が
変
わ
り
ま
す
。
老
眼

鏡
は
、
手
元
に
ピ
ン
ト
が
合
う
よ

う
に
設
計
し
て
あ
る
の
で
、
手
元

の
視
界
は
ク
リ
ア
で
す
が
、
遠
く

は
ぼ
や
け
て
見
え
る
た
め
、
近
く

を
見
る
時
以
外
は
眼
鏡
を
外
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
１
枚

の
レ
ン
ズ
に
、
異
な
る
度
数
を
入

れ
た
累
進
レ
ン
ズ
を
使
え
ば
、
眼

鏡
を
か
け
替
え
る
こ
と
な
く
、
視

線
の
動
き
で
様
々
な
距
離
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
累
進
レ
ン
ズ

に
は
、
遠
く
の
距
離
か
ら
近
く
の

距
離
ま
で
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
主
に
遠
く
の
見
え
や

す
さ
と
視
野
を
広
く
す
る
「
遠
近

両
用
レ
ン
ズ
」、
50
～
70
㎝
に
素

早
く
楽
に
ピ
ン
ト
が
合
い
、
中
間

距
離
の
視
野
の
広
さ
を
重
視
し
た

「
中
近
両
用
レ
ン
ズ
」、
手
元
か
ら

身
の
回
り
と
い
っ
た
近
く
を
重
視

し
た
「
近
々
両
用
レ
ン
ズ
」
の
３

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
ひ
と
昔
前
は
、
度
の
切
り
替
え

位
置
が
見
て
分
か
る
も
の
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
近
は
レ
ン
ズ
性
能

が
進
化
し
て
い
る
の
で
、
見
た
目

に
は
普
通
の
眼
鏡
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
見
る
距
離
に
よ
っ
て
眼

鏡
を
か
け
替
え
る
必
要
が
な
い
の

で
、
老
眼
だ
と
気
付
か
れ
た
く
な

い
方
に
向
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

遠
近
両
用
の
コ
ン
タ
ク
ト
も
あ
る

の
で
、
コ
ン
タ
ク
ト
派
の
方
は
そ

ち
ら
も
検
討
す
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。

す
る
メ
ガ
ネ
型
デ
バ
イ
ス
で
、

高
機
能
で
あ
り
な
が
ら
軽
量
で

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
か
け
心
地

と
ケ
ー
ブ
ル
レ
ス
で
ユ
ー
ザ
ー

　
㈱ 

パ
リ
ミ
キ
（
東
京
都
港

区
、
恒
吉
裕
司
代
表
取
締
役
社

長
）
は
、
㈱NTT QONOQ 

Devices

（
以
下
、
コ
ノ
キ
ュ

ー
デ
バ
イ
ス
）
か
ら
発
表
さ
れ

た
コ
ノ
キ
ュ
ー
デ
バ
イ
ス
製

XR

グ
ラ
ス
「M

iRZA™

（
ミ

ル
ザ
）」
の
視
力
補
正
レ
ン
ズ

を
10
月
16
日
（
水
）
か
ら
発
売

し
て
い
る
。 

　
◆
「M

iRZA™

（
ミ
ル
ザ
）」

に
つ
い
て

　「M
iRZA

」
は
、
企
画
か
ら

設
計
・
開
発
、
製
造
ま
で
全
て

を
国
内
で
行
っ
て
い
る"JAP

AN M
ADE"

のXR

グ
ラ
ス
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
無
線
接
続

軽
量
で
ワ
イ
ヤ
レ
ス
、
高
性
能
な
品
質

承
る
）。

　
レ
ン
ズ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
単

焦
点
　
薄
型
非
球
面
レ
ン
ズ
を

使
用
し
て
お
り
、
注
文
か
ら
約

２
週
間
で
「M

iRZA

度
付
き

イ
ン
サ
ー
ト
レ
ン
ズ
」
の
受
け

渡
し
が
で
き
る
。 	

　
な
お
、「M

iRZA

度
付
き

イ
ン
サ
ー
ト
レ
ン
ズ
」
は
、
メ

ガ
ネ
を
装
用
の
お
客
に
「M

iR
ZA™

（
ミ
ル
ザ
）」
を
よ
り
快

適
に
利
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
日
常
用
の
メ

ガ
ネ
と
し
て
は
使
用
で
き
な

い
。 	

　
◆
商
品
概
要

　
商
品
名 

：NTT

コ
ノ
キ
ュ

ー
デ
バ
イ
ス
社
製
　M

iRZA

専
用
　
視
力
補
正
レ
ン
ズ

　
※
製
作
可
能
な
度
数
に
限
り

が
あ
る
。
詳
し
く
は
店
舗
ス
タ

ッ
フ
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

　
価
格
は
１
万
２
１
０
０
円

（
税
込
）

　
㈱
ビ
ジ
ョ
ン
メ
ガ
ネ
（
大
阪
府
大
阪
市
、
安
東
晃
一
代
表
取

締
役
社
長
）
は
、10
月
10
日
の
「
目
の
愛
護
デ
ー
」
を
前
に
、「
老

眼
」
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
今
回
、
40
～
60
代
の
男
女
１
０
６
人
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
、
そ
の
結
果
を
前
号
に
続
き
紹
介
す
る
。

　「
日
が
暮
れ
る
の
が
早
く
な

る
と
、
も
の
が
見
え
に
く
く
な

る
の
で
、
特
に
老
眼
の
相
談
に

く
る
お
客
様
は
増
え
ま
す
よ
」

と
話
す
の
は
目
黒
駅
に
お
店
を

構
え
る
老
舗
眼
鏡
店
の
伏
見
眼

鏡
店
さ
ん
。

　「
例
年
、
秋
に
な
る
と
眼
鏡

の
相
談
が
増
え
ま
す
。
日
の
長

い
夏
と
は
違
っ
て
17
時
頃
に
は

暗
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
気
持

ち
的
に
は
『
も
う
夜
だ
』
と
な

っ
て
も
実
際
に
は
ま
だ
17
時
く

ら
い
。
夕
食
に
は
ま
だ
早
い
時

間
な
の
で
本
で
も
読
ん
で
み
よ

う
か
な
、
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、

文
字
が
見
え
に
く
い
こ
と
に
気

が
付
い
て
ご
来
店
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
秋
の
読
書
週
間
で
読
書

の
意
欲
の
高
ま
る
方
も
多
く
、

い
ざ
読
み
た
い
本
を
読
も
う
と

手
に
し
た
ら
見
え
に
く
さ
に
気

が
つ
い
て
、
眼
鏡
を
購
入
に
来

ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。『
こ
の
ご
ろ
見
え
な
く
な

っ
て
き
た
』
と
い
う
話
は
夏
よ

り
も
秋
の
方
が
多
い
よ
う
で

す
」。

　
陽
が
長
い
夏
か
ら
、
夕
暮
れ

が
早
く
訪
れ
る
秋
は
体
感
と
し

て
見
え
に
く
さ
や
違
和
感
が
よ

り
顕
著
に
出
る
よ
う
で
、
読
書

や
自
宅
で
快
適
に
過
ご
す
た

め
、
よ
り
よ
い
目
の
環
境
を
求

め
て
眼
鏡
店
に
訪
れ
る
人
も
多

い
の
も
納
得
だ
。

　
秋
の
夜
長
、
自
宅
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
快
適
な
時
間
を
過
ご
す

な
ら
、45
歳
を
超
え
た
方
に
は
、

か
け
外
し
の
不
要
な
遠
近
両
用

メ
ガ
ネ
を
お
勧
め
だ
。

の
動
き
を
制
限
し
な
い
使
い
や

す
さ
が
特
長
。 

　
パ
リ
ミ
キ
は
、
コ
ノ
キ
ュ
ー

デ
バ
イ
ス
と
協
業
し
、
視
力
補

正
レ
ン
ズ
を
提
供
し
て
い
る
。

　M
iRZA

専
用
の
「M

iRZA

イ
ン
サ
ー
ト
レ
ン
ズ
用
フ
レ
ー

ム
」
と
共
に
グ
ラ
ス
の
内
側
へ

は
め
込
む
こ
と
で
、
視
力
補
正

が
可
能
。

　M
iRZA

イ
ン
サ
ー
ト
レ
ン

ズ
用
フ
レ
ー
ム
を
買
い
求
め
、

全
国
の
パ
リ
ミ
キ
店
舗
へ
持
ち

こ
め
ば
、
希
望
の
度
数
、
ま
た

は
店
頭
で
の
視
力
測
定
度
数
で

視
力
補
正
レ
ン
ズ
を
用
意
す
る

（
眼
科
処
方
せ
ん
で
の
作
製
も

　
◆
見
え
に
く
い
と
最
も
感
じ

る
時
間
帯
は
い
つ
で
す
か
？

　
夕
暮
れ
時
は
日
中
よ
り
も
見

え
に
く
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
周

囲
が
暗
く
な
っ
て
き
た
、
と
い

う
こ
と
も
理
由
だ
が
、
実
際
に

消
費
者
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
の
か
、
20
代
～
70
代
の
男

女
３
９
４
０
人
に
調
査
を
実
施

し
た
。

　
も
っ
と
も
見
え
に
く
い
時
間

帯
は
17
時
と
18
時
。
45
歳
以
上

の
55
％
が
見
え
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
。

　「
夕
方
に
薄
暗
く
な
っ
て
く

る
と
、
日
中
と
比
べ
て
見
え
に

く
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対

し
、
50
％
が
見
え
に
く
さ
を
感

じ
る
と
回
答
し
た
。
年
齢
別
で

み
る
と
、
44
歳
ま
で
は
見
え
に

く
さ
を
感
じ
る
が
50
％
以
下
だ

っ
た
の
に
対
し
、
45
歳
～
49
歳

で
は
55
・
７
％
、
以
降
年
齢
を

重
ね
る
ご
と
に
見
え
に
く
さ
を

感
じ
る
が
増
加
し
、
50
歳
～
54

歳
が
59
・
１
％
、
55
歳
～
59
歳

が
58
・
２
％
、
60
歳
～
64
歳
が

61
・
５
％
と
、
60
代
が
最
も
見

え
に
く
さ
を
感
じ
る
と
の
結
果

に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
見
え
に
く
い
と
最
も

感
じ
る
時
間
帯
は
17
時
と
18
時

で
、
夜
の
時
間
帯
に
入
る
19
時

以
降
は
見
え
に
く
さ
が
低
減
し

て
い
る
。

　
夕
方
に
見
え
に
く
い
と
感
じ

る
具
体
的
な
症
状
と
し
て
は
、

若
年
層
が「
暗
く
て
見
え
な
い
」

と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
、

シ
ニ
ア
世
代
の
回
答
で
は
「
ク

ル
マ
の
運
転
時
、
歩
行
者
・
自

転
車
・
対
向
車
に
神
経
を
使
う
」

（
63
）、「
色
々
な
識
別
が
し
に

く
い
」（
63
）「
小
さ
な
字
が
読

め
な
い
」（
67
）
な
ど
と
い
っ

た
シ
ニ
ア
世
代
の
眼
の
変
化
に

伴
う
症
状
に
見
ら
れ
る
も
の
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
夕
方
薄
暗
く
な
る

と
見
え
に
く
さ
を
感
じ
る
」
と

い
う
設
問
に
「
は
い
」
と
答
え

た
メ
ガ
ネ
を
使
っ
て
い
る
45
歳

以
上
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
な

メ
ガ
ネ
を
使
用
し
て
い
る
か
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
遠
近
両
用
メ

ガ
ネ
が
34
・
５
％
、
老
眼
鏡
が

33
・
７
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

　
夕
方
に
薄
暗
く
な
っ
て
く
る

と
、
日
中
と
比
べ
て
見
え
に
く

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　㈱ニコン・エシロールは、先ごろ、

１０月１０日は「目の愛護デー」にち

なみ、日没が早まるこれからの季節で

の夕暮れ時の見えかたに関する消費者

調査を実施した。

　
光
量
が
減
少
す
る
と
、
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
低
く
な
る
。
そ
の

た
め
、
一
般
的
に
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
低
く
な
る
夕
暮
れ
時
は
目

が
見
え
に
く
く
な
る
、
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
老
眼
の
症

状
で
は
な
い
。

　
し
か
し
加
齢
に
伴
い
水
晶
体

が
黄
色
み
を
帯
び
て
く
る
た

め
、
色
が
暗
く
見
え
る
よ
う
に

な
り
、
違
う
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
見
分
け
る
の
が
難
し
く
な

る
。
ま
た
加
齢
に
伴
い
水
晶
体

の
透
明
性
が
低
く
な
る
た
め
、

眼
の
後
ろ
に
あ
る
網
膜
に
届
く

光
が
少
な
く
な
る
。
平
均
的
に

60
歳
の
人
が
読
書
を
す
る
場
合

は
、
20
歳
の
人
の
３
倍
の
光
が

必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
光
量
に
加
え
て
、
瞳
孔
の
反

応
が
関
係
し
て
い
る
。
年
齢
を

重
ね
る
と
光
の
変
化
に
対
す
る

瞳
孔
の
反
応
が
遅
く
な
り
る
。

暗
所
で
は
瞳
孔
が
広
が
る
速
度

も
遅
緩
す
る
。
そ
の
た
め
老
眼

が
始
ま
る
と
周
囲
が
薄
暗
く
見

え
て
き
た
り
、
突
然
の
光
を
ま

ぶ
し
く
感
じ
る
、
明
所
か
ら
暗

所
へ
移
動
し
た
際
な
ど
に
モ
ノ

が
見
え
に
く
く
感
じ
始
め
る
と

い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

老眼の簡単チェック法＆おしゃれに使える老眼対策アイテム ビ
ジ
ョ
ン
メ
ガ
ネ
が「
老
眼
ア
ン
ケ
ー
ト
」

眼鏡のスペシャリストが紹介 老眼の簡単チェック法＆おしゃれに使える老眼対策アイテム老眼の簡単チェック法＆おしゃれに使える老眼対策アイテム

パリミキ
新 発 売

な
ぜ
45
歳
以
上
で
夕
方
の
見
え
に
く
さ
増
加

眼
鏡
店
の
証
言
「
秋
に
な
る
と

店
に
訪
れ
る
人
が
増
え
ま
す
」

45
歳
以
上
に
「
ど
ん
な
メ
ガ
ネ
使
用
？
」
を
聞
く
と
…

遠
近
両
用
34
・
５
％ 

老
眼
鏡
33
・
７
％

１０月１０日「目の愛護デー」

調査手法：インターネットリサーチ
調査地域：日本国内
調査対象：２０～９９歳の男女
調査期間：２０２４年１０月
有効回答数：３９４０サンプル
調査実施：株式会社ニコン・エシロール

Ｍ
ｉ
Ｒ
Ｚ
Ａ
の
視
力
補
正
レ
ン
ズ

ニコン・エシロールが「夕暮れ時の見え方」関する消費者調査を実施

最も見えにくい

時間帯は

１７時と１８時

４５歳以上の５５％が実感

最も見えにくい

時間帯は

瞳
孔
の
反
応
が
関
係
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本の出版をしませんか
あなたの本作りをお手伝いします。

経験豊かな編集者、デザイナーが相談に乗り、

大事な作品を一冊の本に仕上げます。

どうぞお気軽にお問い合わせください。

時計工藝新聞社 TEL. 03-3501-9727    FAX. 03-6458-8701

Let's make a book

　
セ
イ
コ
ー
タ
イ
ム
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
㈱
（
東
京
都
江
東
区
、
瀧
沢

観
代
表
取
締
役
社
長
）
と
㈱
和
光

（
東
京
都
中
央
区
、
庭
崎
紀
代
子

代
表
取
締
役
社
長
）
は
、
銀
座
四

丁
目
の
セ
イ
コ
ー
ハ
ウ
ス
１
階
入

口
に
設
置
し
て
い
る
大
型
か
ら
く

り
時
計
「
か
ら
く
り
時
計 

セ
イ

コ
ー 

輪
舞
（
ロ
ン
ド
）」
と
同
仕

様
の
モ
デ
ル
を
「
デ
コ
ー
ル 

セ

イ
コ
ー   

か
ら
く
り
時
計 

輪
舞

（
ロ
ン
ド
）」
と
銘
打
ち
10
月
２
日

か
ら
受
注
を
開
始
し
た
。

　
同
品
は
銀
座
・
和
光
で
の
み
受

注
す
る
限
定
品
。
標
準
小
売
価
格

は
１
億
５
０
０
０
万
円
（
税
別
）、

受
注
生
産
品
と
し
て
注
文
を
受
け

て
、約
10
カ
月
後
に
納
品
と
な
る
。

　
同
品
の
特
長
は
、
昔
な
が
ら
の

機
械
式
時
計
の
中
の
世
界
を
歯
車

が
駆
け
巡
る
「
歯
車
の
冒
険
」
を

テ
ー
マ
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。「
ハ
ン
マ
ー
の

海
」「
振
り
子
の
林
」「
重
錘
の
波
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
３
つ
パ
ー

ト
で
構
成
、
ク
ロ
ッ
ク
の
中
で
重

要
な
役
割
を
果
た
す
大
切
な
部
品

を
使
っ
た
造
形
が
作
り
上
げ
ら
れ

る
。

　
そ
の
動
作
は
、
設
定
時
刻
の
約

１
分
前
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
か
ら

始
ま
り
、
合
計
７
体
の
人
形
た
ち

が
音
楽
と
と
も
に
レ
バ
ー
を
回
し

て
、
歯
車
を
レ
ー
ル
上
に
導
き
、

機
械
式
の
時
計
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
ハ
ン
マ
ー
や
振

り
子
、
重
錘
の
仕
掛
け
の
脇
を
駆

け
抜
け
る
。
最
後
に
時
計
内
部
に

収
納
さ
れ
る
と
、
文
字
板
が
ゆ
っ

く
り
と
開
き
、
時
の
訪
れ
を
告
げ

る
。

　
ゴ
ー
ル
ド
と
シ
ル
バ
ー
を
基
調

に
し
た
重
厚
さ
に
、
華
や
か
さ
を

添
え
る
ガ
ラ
ス
の
パ
ー
ツ
は
、
セ

イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
を
持

つ
㈱
オ
ハ
ラ
製
の
光
学
ガ
ラ
ス
を

使
用
。
同
ガ
ラ
ス
は
透
明
度
が
高

く
、
そ
の
光
学
性
能
か
ら
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
に
も
採

用
さ
れ
た
素
材
と
い
う
。

　
同
品
番
＝
Ａ
Ｚ
５
２
５
Ａ
。
高

さ
１
６
３
・
７
×
幅
１
８
０
×
奥

行
き
75
㎝
（
台
座
部
分
を
含
む
）。

重
量
約
３
２
０
㎏
。

　
問
い
合
わ
せ
は
銀
座
・
和
光
☎

０
３
‐
３
５
６
２
‐
２
１
１
１
ま

で
。

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都
⻄
東
京
市
、
佐
藤
敏
彦
社
⻑
）
は
、

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
プ
ラ
ン･

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
東
京
都
世
田
谷
区
、

池
上
清
⼦
理
事
⻑
）
の
活
動
に
賛
同
し
、
２
０
１
３
年
か
ら
、
女
性

向
け
主
力
ブ
ラ
ン
ド
『
シ
チ
ズ
ン 

ク
ロ
ス
シ
ー
』
の
売
り
上
げ
の

一
部
を
同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
寄
付
す
る
こ
と
で
、
ネ
パ
ー
ル
、
マ
リ
、
パ
キ

ス
タ
ン
と
い
っ
た
途
上
国
の
女
の
⼦
た
ち
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
シ
チ
ズ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
と
相
談
し
、
活
動
国
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
途

上
国
の
女
の
⼦
た
ち
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
。 

　
11
回
目
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
２
０
２
３
年
７
月
か
ら

０
２
４
年
６
月
ま
で
ラ
オ
ス
北

部
ボ
ケ
オ
県
パ
ク
タ
ー
郡
お
よ

び
ウ
ド
ム
サ
イ
県
パ
ク
ベ
ン
郡

の
６
カ
所
の
中
学
校
に
お
い

て
、
早
す
ぎ
る
結
婚
や
妊
娠
を

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
支
援

を
実
施
し
た
。 

　
ラ
オ
ス
で
は
15
〜
19
歳
の
女

の
⼦
の
４
分
の
１
が
結
婚
し
て

お
り
、
こ
れ
は
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で

最
も
高
い
割
合
。 

特
に
遠
隔
地
農
村
の

少
数
⺠
族
で
は
、
こ

の
割
合
が
増
加
し
て

い
る
。
国
の
統
計
に

よ
る
と
、
中
等
・
高

等
教
育
に
お
け
る
女

の
⼦
の
中
途
退
学
率

は
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
主
な
理
由

と
し
て
早
す
ぎ
る
結

婚
や
妊
娠
が
あ
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
不
平
等
な
社

会
文
化
規
範
が
根
強

く
、
女
の
⼦
・
女
性

に
は
、
教
育
、
経
済
活
動
、
社

会
参
加
の
機
会
が
限
ら
れ
て
い

る
の
が
現
状
。 

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
女
⼦
生
徒
が
月
経
期
間
中

も
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ

う
学
校
の
給
水
・
衛
生
設
備
の

整
備
と
、
⼦
ど
も
た
ち
お
よ
び

保
護
者
・
地
域
住
⺠
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
へ
の
意
識
を
高
め
、

早
す
ぎ
る
結
婚
・
妊
娠
の
弊
害

に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
意
識

啓
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し

た
。 

　
支
援
の
結
果
、
女
⼦
生
徒
が

月
経
期
間
中
も
安
心
し
て
学
校

に
通
え
る
よ
う
に
な
り
、
授
業

に
も
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
早
す
ぎ
る
結
婚
・

妊
娠
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、
思
春
期
の
若
者
や
地
域

住
⺠
が
早
す
ぎ
る
結
婚
・
妊
娠

の
弊
害
に
つ
い
て
の
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
中

学
校
に
通
う
女
の
⼦
た
ち
の
中

途
退
学
や
、
早
す
ぎ
る
結
婚
・

妊
娠
が
減
少
す
る
こ
と
に
期
待

が
持
て
る
。

連
続
体
を
少
し
だ
け
ね
じ
る
こ

と
で
、
か
ざ
ぐ
る
ま
の
羽
根
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
モ
ビ
ー
ル

で
す
。
２
つ
の
モ
ビ
ー
ル
は
つ

り
合
っ
て
安
定
し
て
お
り
、
風

に
よ
る
わ
ず
か
な
力
を
加
え
る

こ
と
で
天
秤
状
の
吊
元
が
動
き

出
し
ま
す
」。

　【
ク
リ
エ
ー
タ
ー
のsiro

に

よ
る
コ
メ
ン
ト
】

　「
機
械
式
腕
時
計
の
動
き
を

眺
め
て
い
る
と
、
強
い
『
魅

力
』
を
感
じ
ま
す
。
機
械
の
正

確
性
に
つ
い
て
の
驚
き
や
感

動
。
小
さ
い
な
が
ら
も
力
強
く

時
を
刻
む
姿
の
け
な
げ
さ
や
ひ

た
む
き
さ
。
時
に
そ
れ
は
、
生

き
て
呼
吸
を
し
て
い
る
よ
う
に

も
、
見
て
い
る
私
た
ち
へ
何
か

を
語
り
か
け
て
き
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
て
く
る
の
で
す
。
機

械
式
腕
時
計
の
原
型
は
16
世
紀

ご
ろ
に
発
明
さ
れ
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
レ
ン
ズ
は
紀
元
前
か
ら

あ
り
ま
す
が
、
投
影
機
は
17
世

紀
頃
の
発
明
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
古
く
か
ら
あ
る
レ
ン
ズ
や

投
影
機
の
２
つ
の
技
術
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
映
し
出
さ
れ

る
機
械
式
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
姿

は
、
鮮
明
で
あ
り
な
が
ら
幻
想

的
で
も
あ
り
ま
す
。
見
れ
ば
見

る
ほ
ど
魅
了
さ
れ
、
ま
る
で
時

計
の
中
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う

な
感
覚
、
そ
し
て
そ
の
囁
き
に

耳
を
傾
け
る
よ
う
な
体
験
を
通

し
て
、
こ
の
永
遠
に
続
く
「
時

の
ロ
マ
ン
」
を
感
じ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」。

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
内
藤
昭
男
代
表

取
締
役
社
長
）
は
、
腕
時
計
の

新
た
な
可
能
性
を
育
み
、
腕

時
計
の
様
々
な
楽
し
さ
を
体

験
で
き
る
発
信
拠
点
「Seiko 

Seed

（
セ
イ
コ
ー 

シ
ー
ド
）」

で
、
セ
イ
コ

ー
の
機
械
式

腕
時
計
の
特

性
と
そ
の
魅

力
を
伝
え
る

展
覧
会
「
か

ら
く
り
の

森
」
を
12
月

８
日
（
日
）

ま
で
開
催
し
て
い
る
。

　
３
回
目
と
な
る
同
展
は
、
セ

イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
他
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小

松 

宏
誠
（
こ
ま
つ 

こ
う
せ
い
）

氏
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
集
団
のsiro

（
シ
ロ
）、
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siro

（
ス
プ
ラ
イ
ン
・
デ
ザ
イ

ン
・
ハ
ブ
＋
シ
ロ
）
の
３
組
を

迎
え
、
機
械
式
腕
時
計
の
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
な
要
素
の
さ
ら
な

る
可
能
性
を
体
感
で
き
る
。

　
同
展
で
は
、
時
を
正
確
に
刻

み
続
け
る
機
械
式
腕
時
計
の
精

緻
な
動
き
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア

さ
れ
た
作
品
を
、
ア
ー
ト
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
の

分
野
で
活
動
す
る
ク
リ
エ
ー
タ

ー
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

領
域
の
知
恵
と
技
で
作
り
上
げ

ま
し
た
。

　「
１
分
」「
１
秒
」
と
い
う
普

遍
的
な
単
位
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

感
性
で
豊
か
に
表
現
し
て
い

る
。

 

　【
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
小
松 

宏
誠
氏
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
】

　「
機
械
式
腕
時
計
の
内
部
を

覗
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ツ

が
動
い
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
速
さ
の
動
き
が
伝
わ
り
あ
っ

て
、最
終
的
に
１
秒
、１
分
、
１

時
間
と
、
時
計
の
リ
ズ
ム
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
く

精
密
で
、
質
量
を
伴
っ
た
動
き

の
連
鎖
が
続
い
て
い
く
様
子
に

と
て
も
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
僕

は
森
の
か
け
ら
を
拾
い
集
め
、

１
分
に
１
秒
間
だ
け
高
速
で
捻

ら
れ
る
ゴ
ム
紐
に
吊
る
し
て
い

き
ま
す
。
整
え
ら
れ
た
１
分
の

中
に
、森
の
か
け
ら
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
と
リ
ズ
ム
が

表
現
さ
れ
て
い
く
の
で
す
」。

　【
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
小
松 

宏

誠
氏
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
】

　「『
動
力
ぜ
ん
ま
い
』
を
機
械

式
腕
時
計
か
ら
取
り
出
す
と
、

美
し
い
曲
線
の
し
な
や
か
な
バ

ネ
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
シ
ン

プ
ル
な
部
品
が
機
械
式
腕
時
計

の
動
き
の
源
で
あ
る
こ
と
に
感

動
し
、『
動
力
ぜ
ん
ま
い
』と『
し

な
や
か
な
バ
ネ
の
動
き
』
を
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
元
と
し

て
動
き
の
あ
る
作
品
を
制
作
し

た
い
と
試
行
錯
誤
を
始
め
ま
し

た
。
円
形
に
並
ん
だ
バ
ネ
状
の

森
の
リ
ズ
ム

ば
ね
の
羽
根

女
の
子
に
、生
き
て
い
く
力
を
！

今
年
は
ラ
オ
ス
で
11
回
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

途上国の女の子達を１０年間支援

セイコーハウス彩る からくり時計「輪舞」

銀
座
・
和
光
の
専
属
モ
デ
ル
と
し
て
受
注
開
始

セイコーハウス彩る からくり時計「輪舞」

機械式時計の魅力伝える展覧会

「からくりの森２０２４」
原
宿
の
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ

「からくりの森２０２４」

シチズン

時
の
囁
き

セ
イ
コ
ー
タ
イ
ム
Ｃ

12
月
８
日
ま
で
開
催
中

ラオスで行われてきたシチズンのプロジェクトの様子

体
験
を
」
と
紹
介
し
た
。

　
午
前
11
時
半
ま
で
行
わ
れ
た

同
訓
練
で
は
、
①
台
東
区
の
地

震
体
験
車
「
た
い
と
う
号
」
で

地
震
時
の
揺
れ
（
最
大
震
度

７
）
を
体
験
。
安
全
な
身
の
守

り
方
を
知
る
②
東
京
消
防
庁

「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
」
の
煙
テ
ン

ト
を
使
い
、
火
災
時
、
家
屋
内

に
充
満
し
た
煙
の
中
か
ら
屋
外

に
退
避
す
る
方
法
を
体
験
③
Ａ

Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
た
訓
練
④
東
京
消
防
庁

「
ま
ち
か
ど
防
災
車
」
や
「
水

消
火
器
」
に
よ
る
消
火
・
放
水

訓
練
な
ど
が
同
時
進
行
で
行
わ

れ
た
。

　
最
後
に
、
Ｊ
Ｔ
Ｏ
・
亀
山
実

名
誉
会
長
が
「
こ
の
よ
う
な
防

災
訓
練
の
機
会
を
、
業
界
と
し

て
も
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
て
閉
会
し
た
。

　
会
場
で
は
、
東
京
消
防
庁
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
キ
ュ
ー
タ
君
』
が
来
場
者
の

誘
導
や
記
念
撮
影
な
ど
の
会
場

案
内
役
を
務
め
た
。
中
で
も
保

育
園
児
ら
の
人
気
を
集
め
て
活

躍
し
た
。

　
来
場
し
た
都
内
渋
谷
区
在
住

の
イ
ギ
リ
ス
人
と
ア
メ
リ
カ
人

夫
婦
と
そ
の
子
ど
も
ら
の
家
族

連
れ
は
、
地
震
体
験
車
で
震
度

７
の
揺
れ
を
体
験
。
母
国
で
は

大
き
な
地
震
の
体
験
は
な
く

「
緊
張
し
た
。
激
し
い
揺
れ
に

テ
ー
ブ
ル
の
脚
に
つ
か
ま
っ
て

い
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
」
と

興
奮
気
味
に
語
っ
て
い
た
。

震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
。
同
地
震
の

火
災
被
害
想
定
は
６
２
３
件
発

生
で
、関
東
大
震
災
時（
１
３
４

件
）
の
４
倍
に
当
た
り
ま
す
。

火
災
の
初
期
消
火
を
含
め
た
防

災
訓
練
は
大
事
で
、
定
期
的
に

参
加
し
て
防
災
行
動
力
を
高
め

て
ほ
し
い
。
来
月
か
ら
火
災
予

防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
家
庭

で
も
『
火
の
用
心
』
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
続
い
て
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
城
東

支
社
・
中
村
学
支
社
長
は
「
当

社
で
も
、
全
国
で
防
災
に
つ
い

て
対
応
し
て
い
ま
す
。
直
近
の

調
べ
で
は
、
10
月
10
日
以
降
に

延
長
コ
ー
ド
や
調
理
中
に
原
因

と
思
わ
れ
る
火
災
が
増
え
て
い

ま
す
。
生
活
の
中
で
注
意
が
肝

心
で
す
」
と
指
摘
。
今
回
の
会

場
に
同
社
が
取
り
扱
う
、
災
害

時
に
役
立
つ
備
蓄
品
を
展
示
。

「
食
べ
ら
れ
る
品
も
あ
る
の
で

の
能
登
半
島
地
震
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
震
は

い
つ
何
時
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
防
災
に
対
す
る
知
識
を

今
一
度
確
か
め
る
場
と
し
て
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

　
上
野
消
防
署
・
岡
田
一
将
署

長
は
「
首
都
直
下
地
震
で
言
わ

れ
て
い
る
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地

　
安
心
し
て
買
い
物
が
で
き
る

『
花
と
宝
石
と
安
全
な
街
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
、
Ｊ
Ｔ

Ｏ
の
地
域
活
動
の
一
環
で
、
今

回
の
防
災
訓
練
は
、
東
京
消
防

庁
上
野
消
防
署
の
指
導
の
も

と
、
台
東
区
役
所
危
機
・
災
害

対
策
課
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
城
東
支

社
の
協
力
で
行
わ
れ
、
会
員
社

の
従
業
員
ほ
か
、
来
街
の
家
族

連
れ
や
地
域
の
保
育
園
児
ら
が

同
訓
練
を
体
験
し
た
。

　
午
前
10
時
か
ら
の
開
会
に
あ

た
り
、
主
催
者
の
Ｊ
Ｔ
Ｏ
・
前

田
知
則
副
会
長
は
「
今
年
１
月

　宝飾専門街「ジュエリータウンおかちまち」（通
称ＪＴＯ・東京都台東区上野、山本孝広会長、赤坂
香佳緒防犯防災部長）は、１０月１６日、台東区上
野５丁目の区有地（旧・保育施設跡地）で「令和６
年防災訓練」を行った。当初９日に予定されていた
が、雨天のため順延しての開催となった。

東
京
上
野
で

16
日
に
実
施

①起震車体験で安全に身を守る②煙

の中から屋外退去③ＡＥＤ使った訓

練④水消火器による消火・防水訓練

「花と宝石と安全な街」維持のために

防
災
訓
練

防
災
訓
練

ＪＴＯ
亀山名誉会長

ＪＴＯ
前田副会長

ＡＬＳＯＫ
中村支社長

上野消防署
岡田署長

『キュータ君』と訓練の関係者ら

地震体験車「たいとう号」で揺れを体験

ＡＥＤを使った訓練

保育園児の前で消火・放水訓練

災害時に役に立つ備蓄品も展示

Ｊ
Ｔ
Ｏ
街
を

守
る
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